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平成21年度決算状況報告
地域通貨利用施設の案内



歳入

歳出

●国・県支出金　23.1％
　20億9356万4千円

●地方債　8.4％
　7億5722万6千円

●その他　12％
　10億8525万1千円

●人件費　21.1％
　18億7312万8千円

●扶助費　15.2％
　13億4896万3千円

●公債費　10.5％　9億3479万8千円

●投資的経費　12.5％　11億1307万3千円

●地方交付税　24.8％
　22億5191万4千円

●町税　31.7％
　28億7412万2千円

●その他　2.8％
　2億5077万
　　　　　5千円

●物件費　9.7％
　8億6483万9千円

●補助費　19.5％
　17億2947万8千円

●繰出金　8.７％
　7億7568万7千円

歳入総額　90億6207万7千円

歳出総額　88億9074万1千円

　９月の第３回町議会定例会で、平成２１年度決算が承認されました。
　皆さんに納めていただいた税金や、国・県から交付されたお金がどのよう
に使われたのか、一般会計の決算をお知らせします。

決 算 報 告
平成21年度

用
語
説
明

■
地
方
交
付
税

　

 

市
町
村
間
の
財
政
格
差
を
な
く

す
た
め
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

も
の
。

■
国
・
県
支
出
金

　

 

特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
に
、

国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
。

■
町
債

　

事
業
を
行
う
た
め
の
借
金
。

■
自
主
財
源

　

 

町
税
な
ど
、
町
が
自
主
的
に
収

入
で
き
る
財
源
。

■
自
主
財
源
比
率

　

 

自
主
財
源
比
率
と
は
、
歳
入
全

体
に
対
す
る
自
主
財
源
の
占
め

る
割
合
。

■
扶
助
費

　

 

社
会
保
障
費
で
あ
り
、
町
民
の

最
低
限
の
生
活
維
持
を
図
る
た

め
の
も
の
。

■
公
債
費

　

借
金
の
返
済
。

■
投
資
的
経
費

　

 

道
路
や
公
園
、
施
設
整
備
な
ど

に
要
し
た
経
費
。

■
繰
出
金

　

 

一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
の
持

ち
出
し
。



歳
入

　

平
成
21
年
度
の
歳
入
決
算
額
は
、
90

億
６
２
０
７
万
７
千
円
と
前
年
度
に
比

べ
10
億
４
１
４
５
万
２
千
円
（
13
％
）

の
増
額
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
景
気
の
低
迷
に
よ
り
町
税
は

減
少
し
た
も
の
の
、
普
通
交
付
税
や
定
額

給
付
金
事
業
等
の
国
庫
支
出
金
、
臨
時
財

政
対
策
債
を
含
む
地
方
債
が
大
き
く
増
加

し
た
こ
と
が
要
因
で
す
。

　

歳
入
構
造
を
み
る
と
、
自
主
財
源
比
率

が
38
．
４
％
と
前
年
度
に
比
べ
６
ポ
イ
ン

ト
低
下
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
自
主
財
源

の
柱
で
あ
る
町
税
収
入
が
減
少
し
た
こ
と

が
主
な
要
因
で
す
。

　

一
方
、
日
出
町
の
財
政
状
況
に
厳
し
い

環
境
を
も
た
ら
し
て
い
た
地
方
交
付
税
の

減
少
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
大
き
く
好
転

し
、
国
の
三
位
一
体
改
革
の
影
響
が
顕
著

と
な
る
以
前
の
平
成
15
年
度
の
水
準
ま
で

回
復
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
自
主
財
源
比
率
の
低

下
は
、
財
政
の
硬
直
化
を
進
め
行
政
活
動

の
自
主
性
お
よ
び
財
政
基
盤
の
安
定
性
を

損
な
う
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
健
全
な
財

政
運
営
を
行
っ
て
い
く
う
え
で
も
、
今
後

財
源
の
見
直
し
、
町
税
等
徴
収
率
の
向
上

な
ど
、
収
入
の
確
保
対
策
に
な
お
一
層
の

工
夫
と
努
力
が
必
要
で
す
。

歳
出

　

歳
出
の
決
算
額
は
、
88
億
９
０
７
４

万
１
千
円
と
前
年
度
に
比
べ
、
10
億
４
８

２
５
万
９
千
円
（
13
．
４
％
）
の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。
義
務
的
経
費
は
減
少
し
た

も
の
の
、
投
資
的
経
費
を
始
め
と
し
て
、

物
件
費
、
補
助
費
等
が
大
き
く
伸
び
た
た

め
で
す
。

　

義
務
的
経
費
の
決
算
額
は
、
41
億
５
６

８
８
万
９
千
円
と
前
年
度
対
比
１
億
２
６

２
７
万
１
千
円
（
２
．
９
％
）
の
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。
職
員
給
に
つ
い
て
は
、

６
２
７
５
万
３
千
円
の
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

普
通
建
設
事
業
費
の
決
算
額
は
、

11
億
１
０
１
４
万
６
千
円
と
、
前
年
度
に

比
べ
、
６
億
５
６
２
万
８
千
円
と
１
２
０

％
の
大
幅
な
増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
で

の
暘
谷
城
趾
周
辺
整
備
や
川
崎
運
動
公
園

整
備
事
業
、
太
田
豊
岡
駅
前
線
舗
装
改
修

事
業
、
中
村
線
道
路
舗
装
工
事
等
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
だ
結
果
で
す
。

　

ま
た
、
物
件
費
で
も
前
年
度
対
比
32
．

３
％
増
の
８
億
６
４
８
３
万
９
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
緊
急
雇
用
創
出
事
業
実
施
に

と
も
な
う
、
賃
金
や
委
託
料
等
の
増
加
、

小
中
学
校
児
童
生
徒
用
パ
ソ
コ
ン
購
入
費

等
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
の
合
計
は
、

７
億
７
５
６
８
万
７
千
円
と
前
年
度
に
比

べ
、
８
５
１
６
万
５
千
円
（
９
．
９
％
）

の
減
と
な
り
ま
し
た
。

一般会計から他会計への繰出

7億7568万7千円

会計区分 繰出金

国民健康保険 1億4274万１千円

簡易水道 276万2千円

公共下水道 1億8772万4千円

老人保健 1670万8千円

日出土地区画整理 3722万4千円

漁業集落排水 1889万4千円

農業集落排水 2253万6千円

介護保険（保健事業） 2億8205万5千円

介護保険（サービス事業） 229万7千円

後期高齢者医療 6273万7千円

鳴川今井線の拡幅工事

川崎運動公園を整備

二の丸館の建築



平成21年度  日出町水道事業決算報告
　節水意識の定着や節水機器の普及等の影響から、毎年、給水収益の減少
が続いていますが、平成２１年度についても、前年度と比較して 1,133
万 7 千円（3.03％）の減収となり、また、新規加入件数の伸び悩みもあり、
事業収益が減少しました。
　一方、事業費については、人件費の抑制や、繰上償還による支払い利息
の圧縮等により経費節減に努めた結果、前年度に比べ減少しましたが、収
益的収支（純利益）については、前年度比 22.22％減の 4,132 万 4 千円と
なりました。

水道水をお届けするための収入と支出（収益的収支）

収益的収支とは
　皆さんから納めていただいた水道料金などの収入と、水道施設の維持管理など、ご家庭に
安心・安全な水道水をお届けするために要した経費です。

施設の維持費であ
り、水質検査料など
も含まれています。

設備投資に要した
支出の費用配分。

支払い利息
3,752万1千円
（11.1％）

その他
1, 653万円
（4.5％）

減価償却費
1億3,335万1千円
（39.4％）

人件費、修理費等
1億6,717万6千円
（49.5％）

純利益
4,132万4千円

支出
3億3,804万
　　　8千円

収入
3億7,937万
　　　2千円

水道料金
３億6,284万2千円
（95.5％）

健全な経営に向けて
　企業債償還金や施設（管路等）の新設、更新等の資本的支出については、毎年、収支差引
不足になるため、積立金等で補てんしています。しかし、この積立金はここ１０年で半減し
ています。これは、企業債償還金がピークを迎えていることや、改修等の施設の整備による
ものです。年々減少している給水収益、また、水道施設の老朽化による改修費用の増加に備
え、さらなる経費削減、財源確保に努力し、健全経営を行っていきたいと考えています。

収入のほとんどを
水道料金収入が占
めています。

積み立てて
来期以降に
備えます。



 貸借対照表の要旨　（平成 22年 3月 31日現在）　　　　　　　　　　　　 （単位：千円）

資産の部 負債・資本の部

資　
　
　
　
　

産

固定資産

土地 190,390 負
債

固定負債（修繕引当金） 7,664

流動負債（未払金等） 36,686

建物 56,087

資　
　
　

本

資本金

自己資本金 1,228,952

借入資本金
（企業債）

1,196,036

配水管等 3,596,983

剰余金

資本余剰金 1,412,501

流動資産

現金・預金 170,173
工事負担金 1,003,481

受贈財産 340,187

未収金 53,354
国庫補助金 68,833

利益剰余金 192,792

その他
流動資産

7,644

減債積立金 31,448

建設改良積立金 100,020

未処分利益剰余金 61,324

合　　計 4,074,631 合　　計 4,074,631

問合先　上下水道課☎73－ 3134

水道施設を造るための収入と支出（資本的収支）

資本的収支とは
　皆さんのご家庭に水道水を
送るための水道施設の建設・改
良に要する経費と財源です。

内部留保資金とは
　利益の積立金や現金の支出
を伴わない減価償却費等、内
部に留保される資金のことで
す。

国等への借入金の元
金を返済する費用。

他会計からの繰入
292万5千円

償還元金
8,207万2千円
（51.9％）

建設改良費
7,610万8千円
（48.1％）

施設の建設や古い施
設等を整備する費
用。

不足額１億5,525万５千円に
ついては、内部留保資金（減価
償却費等）で補てん。

支出
1億5,818万円

不足
1億5,525万
　　　5千円



カードから紙幣へ

地域通貨「日出町にこにこ通貨カ
レイ」が変わります
　12 月 1 日より、住基カードにポイントを貯める方式から、紙幣へと変更にな
ります。先月号では、地域通貨の今までの経緯と変更点を紹介しました。今月
号では、地域通貨でできることについてのおさらいと、利用できる協力店や施
設をお知らせします。
　エコ活動やボランティア活動で獲得した地域通貨は、下記の図のような使い
方ができます。人から人へ渡したり、協力店で使用したり、役場への寄付やグ
ッズとの交換が可能です。

使用できる町有施設

申請場所 施設の名称及び区分 必要なカレイ 備　　　考

日出町中央
公民館

日出町中央
公民館

視聴覚室 300カレイ

１回１時間分までカレイを使って
利用ができます。

入場料または会費を徴収し、ある
いは営利を目的として使用する場
合は、定額の倍額となります。ま
た、興行を目的として使用する場
合は定額の３倍となります。

他市町村の方が利用する場合も倍
額となります。

老人室 300カレイ

第３会議室 300カレイ

調理実習室 300カレイ

木工工作室 300カレイ

実習棟 300カレイ

和室 200カレイ

第２会議室 200カレイ

青年研究室 200カレイ

婦人研究室 200カレイ

ホール 600カレイ

日出町営体育館 500カレイ

日出町柔剣道場 400カレイ

日出町営弓道場 400カレイ

地域通貨の使い方の流れ 

日出町役場
企画振興課

サービス券サービス券

交換または寄付

サービス券または
グッズを受け取る

感謝の気持ちとして渡す

紙幣またはサービス券を使い、協
力店でサービスを受ける



申請場所 施設の名称及び区分 必要なカレイ 備　　　考

日出町保健福
祉センター 日出町保健福

祉センター

多目的ホール 300カレイ

日出町中央公民館を利用する場合
と同様です。

研修室 200カレイ

母子保健室 200カレイ

栄養実習室 300カレイ

企画振興課 トレーニング
ルーム

200カレイ １回２時間の利用（町内者）

300カレイ １回２時間の利用（町外者）

＊ トレーニングルームで使用する際は、企画振興課で利用券との交換が必要です。その他の施
設では直接利用することができます。

使用できる協力店（サービス券との交換が必要です）

協力企業 サービスの種類 必要なカレイ 備　　　考

ハーモニーランド パスポートチケット 2,800 カレイ

ソラージュ大分・日出 無料温泉入浴券 　500カレイ

大神ファーム 無料入園券 　500カレイ

セントレジャー城島高原 無料入園券
1,500 カレイ 中学生以上

　500カレイ ３歳から小学生まで

＊企画振興課または二の丸館でサービス券と交換してから使用してください。

使用できる協力店（お店で直接使用できます）

協力企業 サービスの種類 必要なカレイ 備　　　考

エスパ日出 オリジナルエコバッグ 　500カレイ

幸喜屋うどん 全品 100円割引 　100カレイ お一人様１枚の利用に限る

小向薬局本店 買い物 100円割引 　100カレイ 1000 円以上の買い物に限る

写真工房いまみや カラープリント
100円割引 　100カレイ 1000 円以上のプリントに限

る

鈴木養鶏場
（すずらん食品館） シュークリーム１個 　100カレイ お一人様１個限り

デオデオ（有）アトラス 買い物 100円割引 　100カレイ 1000 円以上の買い物に限る

トヨダスポーツ 買い物 100円割引 　100カレイ 1000 円以上の買い物に限る

ナカシマ薬局 買い物 100円割引 　100カレイ 1000 円以上の買い物に限る

パン工房ぼん 100円程度のパン１個 　100カレイ お一人様１個に限る

日出温水プール 入場料金（500円）割引として 500カレイまで使用可能

日出竹炭工房 300円相当の竹炭グッ
ズ 1個 　300カレイ 食事をした方に限る

日出焼藤原窯 商品価格の６割まで、カレイを使用可能
（例：600円の商品なら 300カレイまで使えます）

美容室 Lapis（ラピス） 料金 100円割引 　100カレイ 1000 円以上の利用に限る

ブティックハウス
WithYou 買い物 100円割引 　100カレイ 1000 円以上の買い物に限る

別府湾ロイヤルホテル 温泉入浴無料 1,000 カレイ

メンズショップ　
スタート 買い物 100円割引 　100カレイ 1000 円以上の買い物に限る

ろばた焼き「丈ちゃん」 生ビール１杯 　500カレイ お一人様１杯に限る

問合先　企画振興課☎73－ 3116
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０
円

○ 
駐
車
場　

１
台
の
み
（
月
額
２
，
０

　

０
０
円
）

＊ 

浴
槽
有
、
ボ
イ
ラ
ー
は
入
居
者
負

担
。
下
水
道
設
備
有
。

町
営
・
県
営
住
宅
入
居
者
募
集

＊
入
居
指
定
日
が
あ
り
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

12
月
１
日
（
水
）
〜
12
月
17
日
（
金
）

■
抽
選
日　

12
月
24
日
（
金
）
10
時
〜

■
抽
選
場
所

　

役
場
新
館
３
階
３
３
２
会
議
室

■
応
募
資
格　

　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
。

　

 

た
だ
し
、
県
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
①

の
条
件
は
除
き
ま
す
。

① 

町
内
に
住
所
を
有
す
る
か
、
勤
務
先

が
町
内
で
あ
る
こ
と
。

② 

入
居
者
の
合
計
所
得
が
年
額
１
，
８

　

９
６
，
０
０
０
円
以
下
で
あ
る
こ
と
。

③
税
金
の
滞
納
が
な
い
こ
と
。

④ 

入
居
者
名
義
の
持
ち
家
が
な
い
こ

と
。

⑤ 

独
立
し
て
い
て
、
他
の
者
の
扶
養
に

入
っ
て
い
な
い
こ
と
。

⑥
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と
。

⑦
入
居
者
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と
。

■
問
合
先　

都
市
建
設
課
管
理
係

　

☎
73
‐
３
１
７
２

■
償
却
資
産
の
申
告

　

 　

固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る

償
却
資
産
を
所
有
し
て
い
る
人
は
、

１
月
中
に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

家
屋
の
取
り
壊
し
及
び
未
登
記
家
屋
の

届
出

　

 　

固
定
資
産
税
は
毎
年
１
月
１
日
現

在
の
状
況
で
課
税
さ
れ
ま
す
。
年
内

に
家
屋
の
取
り
壊
し
が
あ
っ
た
場
合

や
売
買
・
相
続
等
に
よ
り
未
登
記
家

屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場
合
、
家

屋
を
新
築
・
増
築
し
、
登
記
を
し
て

い
な
い
場
合
は
届
出
が
必
要
で
す
。

　

 　

す
で
に
法
務
局
で
滅
失
登
記
や
所

有
権
移
転
登
記
を
お
済
み
の
場
合
は

届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
先　

税
務
課
資
産
税
係

　

☎
73
‐
３
１
２
３

償
却
資
産
の
申
告
・
家

屋
の
取
り
壊
し
及
び
未

登
記
家
屋
の
届
出

滞納処分を強化
　12月に、県と県内全市町村とが連携して滞納処分を強化
し、休日・夜間の滞納整理や預貯金及び給与等の差押処分を
行います。
　税金等の納め忘れのある方は、早めの納付をお願いします。

問合先　税務課収納係☎ 73－ 3123

知
っ
て
お
き
た
い
町
政
情
報



　

名
刺
サ
イ
ズ
よ
り
広
い
紙
は
リ
サ

イ
ク
ル
可
能
で
す
。
お
菓
子
の
箱
や

割
り
箸
包
み
、
メ
モ
用
紙
な
ど
を
入

れ
、
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
ら
袋
ご
と

リ
サ
イ
ク
ル
に
出
す
こ
と
で
、
簡
単

に
ご
み
を
減
ら
せ
ま
す
。

　

平
成
23
年
７
月
に
農
業
委
員
選
挙
が
実

施
さ
れ
ま
す
。
12
月
中
旬
に
区
長
を
通
じ

て
「
日
出
町
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載

申
請
書
」
の
配
布
を
行
い
ま
す
。

　

次
の
条
件
を
満
た
す
に
も
関
わ
ら
ず
、

１
月
に
入
っ
て
も
申
請
書
が
届
か
な
い
場

合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
期
日
ま
で
に
申
請
書
の
提
出
が

な
い
場
合
、
選
挙
権
が
な
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■ 

申
込
期
限　

１
月
10
日
（
月
）

■ 

有
資
格
者
の
条
件　

平
成
23
年
１
月
１

日
時
点
で
町
内
に
住
所
を
有
す
る
満
20

歳
以
上
の
方
で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
も
の
。

① 

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作
を
営
む

も
の
。

② 

①
に
該
当
す
る
者
の
同
居
の
親
族
ま
た

は
配
偶
者
で
年
間
農
業
従
事
日
数
が
60

日
以
上
の
者
。

③ 

10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
で
耕
作
を
営
む

（
年
間
農
業
従
事
日
数
が
60
日
以
上
）

農
業
生
産
法
人
の
組
合
員
ま
た
は
社

員
。

■ 

問
合
先　

農
業
委
員
会

　

☎
73
‐
３
１
２
５

日
出
町
農
業
委
員
会
委

員
選
挙
人
名
簿
登
載
申

請
書
の
配
布

藤ヶ谷清掃センター

年末年始のごみの受け入れ
　年末年始の藤ヶ谷清掃センターの受付時間は次のとおりです。年末は、清掃セン
ターへのごみの持ち込み量が増加し、場内が大変込み合います。ごみは余裕をもっ
てお持ち込みください。

＊1月 4日からは通常業務を行います。

12月29日 12月30日 12月31日 1月1日 1月2日 1月3日

可燃ごみ
8時30分
　～17時

8時30分
　～17時

8時30分
　～12時

休み
8時30分
　～12時

休み

不燃ごみ
粗大ごみ

9時～15時 9時～15時 9時～12時 休み 休み 休み

紙袋 

口を２回折り返し
て紐で縛って出し
ます。 

小さい紙のリサイクル方法

■問合先　生活環境課　73-3128

制度改正や手続きなどの、暮らしに役立つ情報をお知らせします



平
成
23
年
７
月
24
日
に
、
す
べ
て
の
ア
ナ
ロ
グ
放
送
が
終
了
し
ま
す

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
？

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
、
平
成
23
年
７
月

24
日
正
午
に
す
べ
て
の
放
送
が
終
了

（
完
全
停
波
）
し
ま
す
。

　

し
た
が
っ
て
、
そ
れ
ま
で
の
間
に
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
た
め

の
準
備
を
し
な
い
と
テ
レ
ビ
を
見
る
こ

と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
す
る
た

め
に
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の

受
信
機
と
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が
必
要
で

す
。
受
信
機
は
新
た
に
デ
ジ
タ
ル
テ
レ

ビ
を
購
入
す
る
ほ
か
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ

ビ
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
用
テ
レ
ビ
チ
ュ
ー

ナ
ー
を
取
り
付
け
る
方
法
も
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
他
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入

す
る
こ
と
に
よ
り
視
聴
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
地
デ
ジ
の
準
備
に
当
た

り
、
「
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
分
か
ら
な

い
」
と
い
う
方
や
「
テ
レ
ビ
を
買
っ
た

の
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
受
信
で
き
な

い
」
と
い
う
方
に
は
、
デ
ジ
サ
ポ
（
総

務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）

が
お
手
伝
い
し
ま
す
。
ま
ず
は
デ
ジ
サ

ポ
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給
付
】

　

経
済
的
な
理
由
等
で
地
上
デ
ジ
タ
ル

に
対
応
で
き
な
い
世
帯
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
受

信
料
が
全
額
免
除
と
な
る
世
帯
）
に
対

し
て
は
、
簡
易
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
給

付
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
支

援
実
施
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
早
め
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

一
方
、
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
放
送
も
平
成

23
年
７
月
24
日
ま
で
に
終
了
し
ま
す

の
で
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
移
行
を

お
願
い
し
ま
す
。

■ 

問
合
先　

デ
ジ
サ
ポ
大
分
☎
０
９
７

‐
５
１
５
‐
８
３
０
０

　

県
内
・
町
内
の
お
役
立
ち
情
報
満
載

の
平
成
23
年
度
版
「
日
出
町
民
手
帳
」

を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

町
の
歩
み
や
さ
ま
ざ
ま
な
統
計
情

報
、行
政
機
関
や
医
療
機
関
の
一
覧
表
、

役
場
の
業
務
紹
介
、
速
見
イ
ン
タ
ー
か

ら
の
高
速
道
路
料
金
表
な
ど
、
町
の
情

報
を
よ
り
多
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

サ
イ
ズ
は
横
９
㎝
×
縦
15
㎝
で
３

５
０
冊
限
定
で
す
。

■
販
売
期
間

　

12
月
１
日
〜
１
月
15
日
ま
で
。

　

完
売
次
第
終
了
し
ま
す
。

■
販
売
場
所　

総
務
課
広
報
広
聴
係

■
価
格　

６
０
０
円

■
問
合
先　

総
務
課
広
報
広
聴
係

　

☎
73
‐
３
１
５
０

県
内
・
町
内
の
お
役
立
ち
情
報
満
載

日
出
町
民
手
帳
販
売

　気温が氷点下になると、水道管内に滞留している水が凍って、水が出なくな
ったり、破裂したりする場合があります。
■ 凍結を防ぐには　ホームセンターなどで凍結防止材を購入する／タオル等を
巻いて、ビニールで防水被服し、針金で留める。（タオル等が水に濡れない
工夫が必要です）
■ 凍結したら　布やタオルを巻いて、ぬるま湯をゆっくりかけてください。慌
てて熱湯をかけると水道管が破裂することがあります。

問合先　上下水道課工務係　☎73－3170

水道管の凍結に注意

知
っ
て
お
き
た
い
町
政
情
報



城
下
町
『
日
出
』
再
発
見

城
下
町
『
日
出
』
フ
ォ
ト
＆
ス
ケ
ッ
チ
コ
ン
テ
ス
ト

　

城
下
町
『
日
出
』
を
表
現
す
る
作
品

で
平
成
22
年
４
月
１
日
以
降
に
暘
谷
城

趾
周
辺
で
撮
影
ま
た
は
ス
ケ
ッ
チ
し
た

も
の
、
個
人
の
作
品
で
未
発
表
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
作
品
に
限
り
ま
す
。

■
応
募
規
格

【
フ
ォ
ト
部
門
】

○ 

用
紙
サ
イ
ズ　

プ
リ
ン
ト
四
つ
切
、

四
つ
切
ワ
イ
ド
、
ま
た
は
Ａ
４
サ
イ

ズ
・
Ａ
３
サ
イ
ズ
の
光
沢
紙

＊
カ
ラ
ー
・
白
黒
は
問
い
ま
せ
ん
。

＊ 

組
写
真
・
合
成
写
真
・
ス
ラ
イ
ド
・

額
装
・
パ
ネ
ル
貼
・
台
紙
貼
は
不
可
。

【
ス
ケ
ッ
チ
部
門
】

○ 

用
紙
サ
イ
ズ　

ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
（
１

　

 

０
０
×
１
４
８
㎜
）
〜
画
用
紙
八
つ

切
判
（
３
９
２
×
２
７
１
㎜
）
ま
で
。

　

画
材
に
つ
い
て
は
自
由
。

■
応
募
点
数

　

部
門
ご
と
に
一
人
３
点
ま
で
。

■
応
募
方
法

【 

フ
ォ
ト
部
門
】　

作
品
ご
と
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
・
撮
影
場
所
・
撮
影
年
月
日
・
時

間
・
タ
イ
ト
ル
・
コ
メ
ン
ト
を
記
載

し
、
作
品
の
裏
に
貼
り
付
け
て
く
だ

さ
い
。

【 

ス
ケ
ッ
チ
部
門
】　

作
品
ご
と
に
、
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
・
ス
ケ
ッ
チ
し
た
場
所
・
ス
ケ
ッ

チ
し
た
年
月
日
ま
た
は
期
間
・
タ
イ

ト
ル
・
コ
メ
ン
ト
を
記
載
し
、
作
品

の
裏
に
貼
り
付
け
て
く
だ
さ
い
。

■
賞
品　

両
部
門
共
通

　

 

○
最
優
秀
賞
（
１
点　

３
万
円
相
当

　

 

の
商
品
）　

○
優
秀
賞
（
１
点　

１

　

 

万
円
相
当
の
商
品
）　

○
佳
作　

３
点　

５
千
円
相
当
の
商
品
）

＊ 

入
賞
作
品
の
著
作
権
は
作
者
に
属
し

ま
す
が
、
入
賞
作
品
は
日
出
町
お
よ

び
日
出
町
観
光
協
会
に
お
い
て
無
償

で
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
募
集
期
限　

平
成
23
年
２
月
20
日

■ 

提
出
先
・
問
合
先　

二
の
丸
館
内
日

出
町
観
光
協
会
☎
72
‐
４
２
５
５

12
月
26
日
（
日
）
は
日
出
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
特
別
清
掃

の
た
め
、
休
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
問
合
先　

福
祉
対
策
課
☎
73
‐
３
１
２
１

日
出
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

12
月
26
日（
日
）
は
休
館
し
ま
す

任期は平成22年11月１日から平成26年10月31日

堀田義人氏　副町長就任
　今宮禮二氏が平成 22年 7月 31 日付けで副町長
を退任し、11月 1日付けで、堀田義人氏が新たに

副町長に就任しました。

■略歴

　 　昭和４８年日出町役場入庁後、杵築速見環境浄

化組合事務所長、住民課長を歴任し、平成２２年

３月日出町役場退職。

制度改正や手続きなどの、暮らしに役立つ情報をお知らせします



見学会で説明を受ける参加者

九
電
工
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

地
域
の
環
境
美
化
に
貢
献

隅
櫓
保
存
修
理
工
事
現
場
見
学
会

後
世
に
守
り
伝
え
る

　

11
月
６
日
、
日
出
町
有
形
文
化

財
「
隅
櫓
」
保
存
修
理
工
事
現
場

見
学
会
が
行
わ
れ
、
文
化
財
保
護

委
員
や
地
域
の
方
な
ど
お
よ
そ

50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

隅
櫓
は
鬼
門
櫓
と
も
呼
ば
れ
、

日
出
城
の
鬼
門
（
北
東
隅
）
に
建

て
ら
れ
て
い
た
北
東
を
欠
く
、
５

角
形
の
特
異
な
形
を
し
て
お
り
、

こ
う
し
た
櫓
は
全
国
的
に
み
て
も

こ
の
隅
櫓
だ
け
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
萬
里
図
書
館
の
敷
地
内

に
復
元
し
て
お
り
、
今
回
は
石
積

み
が
ほ
ぼ
完
成
し
、
現
場
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
工

事
が
進
む
に
つ
れ
、
行
程
ご
と
に

説
明
会
を
開
催
し
て
い
き
ま
す
。

　

11
月
６
日
、
藤
原
西
部
と
中
部

の
３
カ
所
で
、
環
境
美
化
活
動
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
（
株
）
九
電
工
（
渡

辺
裕
之　

別
府
営
業
所
所
長
）
が

地
域
の
環
境
美
化
に
貢
献
し
た
い

と
、
従
業
員
約
50
人
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
参
加
し
、
町
道
に
は
み
出

し
た
樹
木
の
枝
な
ど
を
、
高
所
作

業
車
６
台
を
出
動
し
伐
採
し
ま
し

た
。

　

同
営
業
所
で
は
、
年
に
２
回
程

度
、
こ
う
し
た
地
域
貢
献
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

伐採作業をする九電の従業員

日
出
町
児
童
文
化
祭

芸
能
発
表
や
作
品
を
展
示

　

11
月
21
日
、
日
出
中
央
公
民
館

で
「
日
出
町
児
童
文
化
祭
」
が
開

催
さ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
子
ど

も
会
ご
と
に
合
唱
や
舞
踊
、
ダ
ン

ス
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
読
み
聞
か
せ
の
会
「
ふ

む
ふ
む
」
に
よ
る
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
や
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク

ラ
ブ
に
よ
る
お
楽
し
み
抽
選
会
も

行
わ
れ
、
会
場
は
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

他
に
も
ロ
ビ
ー
に
、
子
ど
も
会

で
製
作
し
た
か
べ
新
聞
や
、
夏
休

み
中
に
製
作
し
た
作
品
な
ど
が
展

示
さ
れ
ま
し
た
。

　

ソーラン節を披露する南部子ども会

一緒に初日の出を見ませんか？　２カ所で開催！

■とき　１月 1日（土）6時 30分～
■場所　暘谷城趾下
＊ 先着 100名様には雑煮を無料で振る舞いま
す。

■問合先　日出中央　暘谷会
　　　　　☎ 72 － 5500

■とき　1月 1日（土）
■場所　別府湾ロイヤルホテル下
＊新春絶叫大会も開催。
＊先着順でぜんざいを無料で振る舞います。
■問合先　クラブとよおか
　　　　　☎ 72 － 9800



作品を鑑賞する来場者

３
０
０
本
の
竹
灯
ろ
う

幻
想
的
な
灯
に
包
ま
れ
て

フルートの音色が心地よく響きます

表彰状を受け取る伊藤さん

かぼすのパウンドケーキ

ひ
じ
文
化
ま
つ
り
開
催

暘谷城　日の出おにぎり

日
出
町
フ
ー
ド
コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式

日
出
町
に
新
し
い
「
食
」
を
発
掘

　

日
出
町
に
新
し
い
「
食
」
を
発

掘
し
よ
う
と
、
日
出
町
フ
ー
ド
コ

ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
10
月
26

日
、
同
コ
ン
テ
ス
ト
の
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
郷
土
料
理

の
部
と
ス
イ
ー
ツ
の
部
の
２
部
門

に
19
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
伊
藤

京
子
さ
ん
（
成
行
）
が
ス
イ
ー
ツ

の
部
で
最
優
秀
賞
、
郷
土
料
理
の

部
で
優
秀
賞
を
、
小
川
優
子
さ
ん

（
高
尾
）
が
ス
イ
ー
ツ
の
部
で
優

秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

10
月
30
日
、
31
日
の
両
日
、
町

営
体
育
館
と
中
央
公
民
館
で
「
ひ

じ
文
化
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
か
ら
、
「
産
業
部
門
」
と

「
文
化
部
門
」
を
分
け
て
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　

町
営
体
育
館
で
は
、
盆
栽
や
山

野
草
、
書
道
や
絵
画
な
ど
の
美
術

作
品
展
が
行
わ
れ
、
中
央
公
民
館

で
は
、
一
龍
斎
春
水
さ
ん
の
講
談

や
お
茶
席
、
将
棋
大
会
、
芸
能
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
産
業
ま
つ
り
」
は
１
月
23
日

に
行
わ
れ
ま
す
。

　

11
月
３
日
、
竹
灯
ろ
う
の
幻
想

的
な
灯
り
を
楽
し
も
う
と
、
二
の

丸
館
で
「
ま
ち
あ
か
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
３
０
０
本
の
竹
灯

ろ
う
が
灯
さ
れ
、
お
茶
席
や
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
コ
ン
サ
ー
ト
が
行
わ

れ
、
多
く
の
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー

プ
「
暘
谷
会
」
が
開
催
し
た
も
の

で
す
。「
暘
谷
会
」
で
は
、
今
後
も

二
の
丸
館
や
裏
門
櫓
を
活
用
し
た

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
き
ま

す
。

　

伊
藤
さ
ん
は
、
暘
谷
城
よ
り
登

る
日
の
出
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
日
出

産
の
チ
リ
メ
ン
や
ぎ
ん
な
ん
な

ど
を
使
用
し
た
「
暘
谷
城　

日
の

出
お
に
ぎ
り
」
、
小
川
さ
ん
は
日

出
産
の
カ
ボ
ス
を
使
用
し
た
パ

ウ
ン
ド
ケ
ー
キ
な
ど
を
作
り
ま

し
た
。

まちの
わだい 町内であった「あんなこと」、「こんなこと」を

お知らせするコーナー
情報提供はこちら
総務課広報広聴係☎ 73－3150　FAX 72－7294



12月５日(日) さくら医院 28－0777
　　12日(日) 金田耳鼻咽喉科医院 28－0810
　　19日(日) 日出児玉病院 72－2724
　　23日(木) 吉岡内科医院 73－2787
　　26日(日) 鈴木病院 73－2131
　　31日(金) てしまこどもの杜クリニック 28－0870
１月１日(土) こうまつ循環器科内科クリニック 73－0077
　　２日(日) 江本眼科 28－1700
　　３日(月) 島田内科クリニック 28－0280

●休日当番医
※診療時間  ９：00～17：00
※ 発行後に変更になる場合があります。各医療機関や日出町健
康増進課☎73－3130にご確認ください。

インフルエンザを正しく知りましょう
　インフルエンザは毎年11月末ごろから流行し始め、今年も注意が必要な時期になりました。イ
ンフルエンザについて正しく知り適切な予防に取り組みましょう！

かぜとインフルエンザの違い

か　ぜ 症　状 インフルエンザ

ない。通年かかる 流行シーズン　 ある。12月～ 3月

ゆるやかに進む 病気の経過は？ 急激に進む

くしゃみ、鼻水など 初期症状は？　 悪寒、高熱など

微熱（37～ 38℃） 発熱は？　　　 高熱（38～ 39℃）

軽度 関節痛は？　　 多い

肺炎、気管支炎、中耳炎など。
ただし、そう多くはない。

合併症は？　　 肺炎、気管支炎、中耳炎。
まれに脳症などを起こす。

予防策①　手洗い、うがい

　手には、ウィルスが付着している可能性が高く、せっけんと流水によるこまめな手洗いを心がけ
ましょう。（帰宅時・看病の前後・食事の前・トイレの後など）

予防策②　咳エチケットを忘れない

　感染者自身の心遣いが感染を防ぎます。必ずマスクをつけましょう。マスクをつけていない時は、
ティッシュやハンカチで口や鼻を覆い、まわりの人から顔をそむけましょう！

予防策③　予防接種を受けましょう

　昨年は、新型インフルエンザと季節性インフルエンザは別々の予防接種を行っていましたが、今
年は三価ワクチンといって新型にも季節性にも効果のある予防接種ワクチンが主流となっていま
すので、別々に接種を受ける必要はありません。
　予防接種には、感染予防と重症化予防に効果があります。本格的な流行期の前に接種をしておき
ましょう。

予防策④　人ごみを避け、不要不急の外出を避けましょう

　ウィルスを含んだ咳やくしゃみが届く距離は 2ｍ程度までといわれています。流行期には、人ご
みを避け、必要な場合を除きなるべく外出は控えましょう。

問合先　健康増進課長寿健康係　☎73－ 3130

健 康
ペ ー ジ

子 育 て



児童館へおいで！

さざんか児童館 ☎７２－８３８３

■親子グループ活動
　 12月の活動　○0、1歳児クラス　7・14
日　○3～5歳児クラス　8・15日　○2
歳児クラス　9・11日

■赤ちゃん広場（0歳児・200円）
　12月10日（金）10時30分～
■絵本の読み聞かせ
　12月11日（土）10時30分～
■クリスマス会（乳幼児・10日までに申込）
　○ 2～5歳児　21日（火）10時30分～11
時30分　○0～1歳児　22日（水）10
時30分～11時30分

■クリスマス飾り作り
　12月23日（木）10時～17時

日出町地域子育て支援センター
 ☎２８―１２１２

■子育て広場・子育て相談
　月～金9時～16時
■出張子育て広場（0歳～就学前まで）
　 12月15日（水）10時～12時　日出中央
公民館

■赤ちゃん広場（0歳～）
　12月8日（水）10時～12時
■赤ちゃんクリスマス会（0歳～）
　12月16日（木）10時～12時
■クリスマス会（0歳～・要予約）
　12月22日（水）10時～12時

日出町児童館 ☎７２―０３２３

■親子リトミック教室（乳幼児）
　12月7日（火）11時～12時
＊ボールを持って来て下さい。
＊ 今年度、申込をしていない方は申込が必
要です。

■ ぐるんぱの会によるおはなし会（乳幼児）
12月10日（金）11時～11時40分

日
出
町
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
・
設
立
30
周
年

　

10
月
13
日
、
ホ
テ
ル
ソ
ラ
ー
ジ
ュ
大

分
・
日
出
で
、「
日
出
町
食
生
活
改
善
推

進
協
議
会
設
立
30
周
年
記
念
式
典
及

び
祝
賀
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
を

振
り
返
り
な
が
ら
、
余
興
な
ど
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
は
、
昭
和
55
年
に
発
足

し
、
料
理
教
室
を
通
じ
て
、
食
生
活
の

大
切
さ
や
食
事
の
バ
ラ
ン
ス
の
大
事
さ

を
伝
え
る
活
動
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行

っ
て
き
ま
し
た
。
生
活
習
慣
病
の
増
加
、

子
ど
も
の
食
生
活
の
乱
れ
、
高
齢
者
の

食
環
境
の
問
題
な
ど
、
食
を
通
じ
て
の

問
題
は
大
き
く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
こ
れ
か
ら
の

活
動
に
さ
ら
な
る
期
待
を
寄
せ
ら
れ
る

こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

離
乳
食
教
室
の
開
催

　

離
乳
食
に
関
す
る
相
談
や
試
食
な
ど

を
行
う
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

「
ど
う
や
っ
て
離
乳
食
を
始
め
た
ら
い

い
の
？
」「
離
乳
食
の
進
め
方
が
分
か
ら

な
い
」
と
い
う
方
は
、
ぜ
ひ
お
子
さ
ん
と

一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■ 

と
き　

12
月
14
日
（
火
）
10
時
30
分

〜
11
時
30
分

■ 

と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
母

子
保
健
室

■ 

対
象　

離
乳
食
期
（
１
歳
６
カ
月
頃

ま
で
）

■ 

問
合
先　

福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援

係
☎
73
‐
３
１
２
１

規則正しい食生活で生活習慣病を予防



健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
！

「
健
康
お
話
し
隊
活
動
中
」

わ
た
し
た
ち
健
康
お
話
し
隊
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の
健
康
教

育
・
個
別
相
談
を
各
地
区
へ
出
向
い
て
行
い
、
健
康
意
識
を
高

め
る
こ
と
で
、
疾
病
の
予
防
、
特
定
健
診
・
が
ん
検
診
の
受
診

率
の
向
上
を
期
待
し
、
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

看
護
師
と
管
理
栄
養
士
が
ペ
ア
と
な

っ
て
、
町
内
の
全
地
区
を
回
り
、
自
治

公
民
館
等
で
健
康
に
つ
い
て
の
講
話
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
末
か
ら
、
南
端
地
区
よ
り
順
に

回
っ
て
い
ま
す
。
区
長
さ
ん
や
老
人
ク

ラ
ブ
の
会
長
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ

で
、
11
月
５
日
現
在
、
41
地
区　

５
９
３
人
の
方
々
に
ご
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

●
内
容

　

 　

「
介
護
予
防
に
つ
い
て
」
や
「
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
い
て
」
の
講

話
。

　

 　

看
護
師
の
方
か
ら
は
、
普
段
の
生

活
の
お
話
し
や
病
気
の
お
話
し
、
管

理
栄
養
士
か
ら
は
、
食
生
活
で
気
を

つ
け
る
こ
と
な
ど
を
中
心
に
お
話
し

し
ま
す
。

●
参
加
者
の
声

　

 　

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
勉
強
に

な
っ
た
」「
わ
か
っ
た
こ
と
を
実
践
し

て
み
よ
う
と
思
う
」「
ま
た
こ
う
い
う

機
会
を
作
っ
て
ほ
し
い
」「
１
年
に
１

回
は
し
て
ほ
し
い
」と
い
っ
た
意
見
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
健
康
へ
の
意
識
が
高
く
、
私

た
ち
も
皆
さ
ん
に
教
え
ら
れ
る
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
健
康
を
維
持
す

る
た
め
の
意
識
付
け
に
少
し
で
も
つ
な

が
れ
ば
と
思
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

藤
原
地
区
・
大
神
地
区
に
は
こ
れ
か

ら
お
じ
ゃ
ま
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！

　

回
覧
で
詳
細
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
個
別
の
相
談
も
お
伺
い
し
て

い
ま
す
。
「
関
節
痛
予
防
」
・
「
減
量
方

法
」
・
「
一
人
暮
ら
し
の
方
の
料
理
の
工

夫
」
・
「
認
知
症
予
防
」
な
ど
、
介
護
予

防
や
生
活
習
慣
病
予
防
以
外
の
相
談
・

疑
問
に
も
お
応
え
し
て
い
ま
す
。
何
か

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
問
合
先　

健
康
増
進
課
長
寿
健
康
係

　

☎
73
‐
３
１
３
０

新
規
・
継
続
の
手
続
き
が
必
要

保
育
所
の
入
所
申
込

　

保
育
所
へ
入
所
で
き
る
の
は
、
児

童
の
保
護
者
が
就
労
等
で
当
該
児

童
を
家
庭
に
お
い
て
十
分
保
育
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
で
す
。

■
申
込
受
付
期
間　

　

 

１
月
４
日
（
火
）
〜
２
月
15
日

（
火
）
ま
で

■
提
出
書
類

○ 

保
育
所
入
所
申
込
書
（
福
祉
対

策
課
、
各
保
育
園
に
備
え
付
け

て
い
ま
す
）

○ 

保
護
者
の
就
労
証
明
（
会
社
員
等

は
勤
務
先
で
の
雇
用
証
明
、
自

営
の
方
は
地
元
民
生
委
員
の
証

明
が
必
要
）

○ 

保
護
者
の
平
成
22
年
分
源
泉
徴

収
票

■
提
出
先　

　

 

福
祉
対
策
課
ま
た
は
、
各
保
育

園
■
問
合
先　

　

福
祉
対
策
課
子
育
て
支
援
係

　

☎
73
‐
３
１
２
１



「ひじ産業まつり」開催
　「ひじ産業まつり」は、昨年まで行っていた「ひじ産業文化まつり」の「産業部門」として開

催します。「産業まつり」の原点に立ち返って、町内の農林水産業・商工業の紹介と、生産品や

取扱商品の販売を中心にしたまつりを企画しました。

　まつり会場内では、農産物などの買い物を楽しみながら、町内産業を身近に感じていただく

ことができると思います。

会　場　日出町中央公民館・町営体育館・
　　　　公民館駐車場
開催日　1月 23日（日）9時 30分～
駐車場　日出暘谷高校跡地
●内容

　【農林水産部門】　農産物、林産物、海産物の販売。地元産品を使用した食事を提供。

　【商工業部門】　町内企業の事業ＰＲや製品販売。町の特産品の販売。

　【その他】　 河内明美さん、速水映人さんによるステージショー。フラワーアレンジ実演会、
もちまき、苗木の無償配布、軽トラ市、ゲームなどのイベント。

「産業まつり」への出展・出店者募集
●募集対象者
　○ 町内在住者で農林水産物の栽培等に従事し、農林水産物及びその加工品を販売す

る方。
　○日出町の特産品の製造展示・販売をする方。
　○町内に店舗を有し、自己の営業に関する物品等の販売・ＰＲをする方。
　○その他福祉団体や非営利団体等。
●費用　無料
●出展・出店の区画　
　○屋外テントの場合は、１張（3.6 ｍ× 5.4 ｍ）または 1/2 張。
　○軽トラ市の場合は、軽トラ１台分のスペース。
　○体育館内展示ブースは、１区画（1.8 ｍ× 2.7 ｍ）または 2区画。
●応募締切　12月 10日（金）
＊応募者多数の場合は、「ひじ産業まつり」の趣旨に合致するものを優先します。
●申込・問合先　「ひじ産業まつり実行委員会事務局」
　農林水産課☎ 73－ 3127・商工観光課☎ 73－ 3158



別
府
湾
を
見
直
し
地
域
振
興
に
活
用　

　

大
分
ウ
オ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
研
究
会
の
結

成
20
周
年
を
記
念
し
て
、11
月
22
日
、第
16
回

別
府
湾
岸
官
民
交
流
会
議
が
開
か
れ
、こ
れ

に
参
加
、講
演
を
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で「
日
出
町
と
別
府
湾
岸
と
の
か
か

わ
り
」を
述
べ
ま
し
た
の
で
、こ
こ
に
そ
の
概

要
を
記
す
こ
と
に
し
ま
す
。

　

日
出
町
の
海
岸
線
は
関
の
江
を
境
に
し
て

杵
築
市
に
至
る
約
25
㎞
の
延
長
が
あ
り
ま
す
。

日
出
町
に
入
る
と
直
ぐ
別
府
湾
ロ
イ
ヤ
ル
ホ

テ
ル
、そ
ば
に
は
豊
岡
漁
港
。こ
の
地
域
は
江

戸
時
代
に
は
豊
後
森
藩
の
領
地
で
、周
辺
に
関

係
の
お
寺
、庄
屋
、商
家
等
が
あ
り
、森
藩
の
多

く
の
人
達
が
こ
こ
を
起
点
に
帆
船
で
往
来
し

ま
し
た
。今
も
豊
岡
地
区
の
子
ど
も
た
ち
は
玖

珠
町
森
地
区
の
子
ど
も
た
ち
と
隔
年
に
相
互

を
訪
問
し
交
流
を
し
て
い
ま
す
。

　

次
い
で
海
に
飛
び
出
し
た
島
山
、中
に
は

事
比
羅
神
社
や
忠
魂
碑
等
が
あ
り
町
の
児
童

公
園
と
な
っ
て
い
ま
す
。海
岸
沿
い
に
進
む

と
き
れ
い
な
遊
歩
道
が
続
き
、ト
イ
レ
、ベ
ン

チ
の
置
か
れ
た
休
憩
所
、高
浜
虚
子
句
碑
・
戦

艦
空
母
海
鷹
記
念
碑
等
の
あ
る
城
下
公
園
、

的
山
荘
、カ
レ
イ
の
中
間
育
成
施
設
、漁
協
施

設
の
あ
る
日
出
港
へ
と
続
き
ま
す
。

　

そ
の
間
３
㎞
ほ
ど
。こ
こ
は
自
動
車
の
往

来
も
な
く
安
全
、そ
し
て
海
、山
の
景
観
の
素

晴
ら
し
さ
は
ま
さ
に
抜
群
の
遊
歩
道
で
日
出

町
が
誇
る
第
一
級
の
財
産
で
す
。

歴
史
的
な
遺
産
は
貴
重
な
財
産
で
す

　

西
暦
１
５
５
１
年
に
宣
教
師
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
背
後
の
山
、西
鹿
鳴
越
道
を

下
り
日
出
海
岸
に
至
り
、城
下
海
岸
・
青
柳
港

か
ら
船
で
大
分
市
か
ん
た
ん
港
へ
、そ
し
て

大
友
宗
麟
に
面
会
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
歴
史
を
顕
彰
す
る
た
め
、荒
れ
た
西

鹿
鳴
越
道
を
整
備
し
、ザ
ビ
エ
ル
の
道
ウ
オ

ー
キ
ン
グ
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。今
年

10
月
の
大
会
は
第
５
回
目
で
し
た
が
、毎
年

７
０
０
名
程
度
の
参
加
者
が
あ
り
ま
す
。有

志
が
毎
年
ロ
ー
マ
教
皇
へ
行
事
を
報
告
し
て

い
ま
す
が
、ロ
ー
マ
か
ら
開
催
日
に
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、ま
た
一
昨
年
に

は
イ
エ
ズ
ス
会
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
に
ザ
ビ

エ
ル
の
聖
遺
物（
遺
骨
の
一
部
）が
贈
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

　

歴
史
遺
産
を
顕
彰
し
な
が
ら
始
ま
っ
た
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
大
会
で
す
が
、風
光
明
媚
な
別

府
湾
を
望
み
な
が
ら
癒
し
や
健
康
保
持
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
設
定
作
業
を
、多
く
の

皆
さ
ん
の
協
力
で
進
め
て
お
り
、日
出
町
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
文
化
は
着
実
に
実
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、海
岸
を
隔
て
て
対
岸
は
日
出
港
と

な
っ
て
い
ま
す
。昭
和
40
年
代
に
港
の
一
部

が
埋
め
た
て
ら
れ
小
規
模
な
が
ら
企
業
群
が

並
び
、各
企
業
は
生
産
活
動
に
励
ん
で
い
ま

す
し
、著
名
な
二
階
堂
麦
焼
酎
、同
美
術
館
も

こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
外
洋
に
新
尖
り
港
が
新
設
さ
れ

港
域
を
広
げ
、水
深
５
．５
ｍ
、長
さ
１
０
０

ｍ
の
岸
壁
が
完
成
、共
用
を
開
始
し
て
い
ま

す
。さ
ら
に
東
に
小
深
江
港
、深
江
港
、真
那

井
港
、八
代
港
等
が
あ
り
ま
す
が
、い
ず
れ
も

そ
れ
ぞ
れ
に
多
彩
な
歴
史
の
香
り
と
地
域
文

化
を
育
ん
で
今
日
も
そ
の
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　

時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
と
大
分
市
と
別
府
市

の
境
界
付
近
に
両
群
橋
が
あ
り
ま
す
が
、こ

こ
は
名
前
の
通
り
、旧
大
分
郡
と
速
見
郡
の

境
界
を
意
味
し
、現
別
府
市
を
始
め
、旧
杵
築

市
、旧
山
香
町
、旧
湯
布
院
町
を
含
め
て
速
見

郡
域
で
し
た
。し
か
し
今
日
で
は
速
見
郡
は

日
出
町
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

馬
上
金
山
は
佐
賀
関
精
錬
所
を
誘
致

　

ま
だ
国
道
10
号
線
や
Ｊ
Ｒ
の
な
い
時
代
、

日
出
は
県
北
地
域
か
ら
の
交
通
の
要
衝
の
地

と
し
て
存
在
し
、近
年
ま
で
国
や
県
の
行
政

機
関
は
全
て
日
出
町
に
設
置
さ
れ
て
い
た
歴

史
が
あ
り
、大
変
な
盛
況
を
極
め
て
い
ま
し

た
。

　

明
治
45
年
に
日
出
駅
ま
で
鉄
道
が
開
通

し
、日
出
港
は
人
や
貨
物
の
往
来
の
盛
ん
な

町
と
し
て
繁
栄
。的
山
荘
は
大
正
３
年
に
成

清
博
愛
氏
の
別
邸
と
し
て
造
ら
れ
て
い
ま
す

が
、高
崎
山
、別
府
湾
を
借
景
に
し
た
見
事
な

庭
園
を
持
つ
大
正
期
の
代
表
的
な
建
物
。丁

度
そ
の
頃
、馬
上
金
山
は
日
本
一
の
産
金
量

を
誇
っ
て
い
ま
す
。　

　

そ
し
て
博
愛
氏
は
当
時
、日
立
精
錬
所
の

久く

原は
ら

房
之
輔
氏
に
対
し
て
鉱
石
の
精
錬
所
を

建
設
す
る
よ
う
説
得
し
、氏
は
こ
れ
に
応
じ

て
大
正
５
年
に
東
洋
一
の
高
さ
を
誇
る
佐
賀

関
精
錬
所
を
建
設
し
て
い
ま
す
。そ
れ
ま
で

日
出
港
か
ら
茨
城
県
日
立
に
送
ら
れ
て
い

た
鉱
石
は
、佐
賀
関
精
錬
所（
現
日
鉱
金
属
佐

賀
関
精
錬
所
）に
運
ば
れ
精
錬
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
た
め
貨
物
の
搬
送

で
日
出
駅
は
構
内
か
ら
港
に
向
け
多
く
の
引

っ
込
み
線
を
持
つ
賑
わ
い
だ
駅
で
あ
り
ま
し

た
。

戦
争
遺
跡
等
の
顕
彰
保
存
が
必
要

　

豪
華
客
船
と
し
て
建
造
さ
れ
た「
あ
る
ぜ
ん

ち
な
丸
」は
改
造
さ
れ
航
空
母
艦
海
鷹
と
な
っ

た
が
、終
戦
間
際
に
触
雷
、被
爆
、や
む
な
く
大

分
日
出
城
下
海
岸
に
船
体
放
置
さ
れ
、戦
後
、

解
体
さ
れ
ま
し
た
。城
下
公
園
内
に
は
艦
長
以

下
の
記
念
碑
が
遺
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
神
深
江
港
は
江
戸
時
代
以
降
、大
変
栄
え

た
港
で
し
た
。港
近
く
の「
襟
江
亭
」は
船
出
の

風
待
茶
屋
と
し
て
有
名
。ま
た
こ
こ
に
は
大
神

回
転
基
地
の
あ
っ
た
所
で
も
あ
り
、戦
争
遺
跡

で
当
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
て
、町
内
の
４
つ
の
地
区
で
駅
を
有
し
、

港
や
海
岸
を
持
ち
、町
民
の
多
く
は
日
常
生

活
で
別
府
湾
と
親
し
み
深
く
か
か
わ
り
、海

の
素
晴
ら
し
い
恩
恵
を
受
け
て
き
た
歴
史
が

あ
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
港
の
活
用
、糸
ケ
浜
海

浜
公
園
、城
下
海
岸
や
遊
歩
道
等
で
地
域
振

興
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、と
も
す
れ
ば
、海

に
無
関
心
に
な
っ
て
い
る
感
も
あ
り
ま
す
。

　

恵
ま
れ
た
貴
重
な
資
源
、財
産
と
し
て
こ

れ
ま
で
以
上
に
活
用
し
、地
域
の
浮
揚
を
図

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
た
め
に
他

の
別
府
湾
岸
地
域
と
連
帯
し
た
活
動
の
大
切

さ
も
痛
感
し
て
い
ま
す
。こ
れ
を
機
会
に
み

な
と
オ
ア
シ
ス
の
仲
間
入
り
を
し
て
、先
進

の
地
区
の
助
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
日
出
町

の
発
展
に
役
立
て
た
い
も
の
で
す
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

町
政
だ
よ
り

そ
の
48

日
出
町
長

工
藤　

義
見



 ⑨

　天保８年（１８３７）６月１３
日、邦献は八日市（郵便局の西
側）に生れた、後に日出藩に仕え
た。
　文久３年（１８６３）、２７歳
の時、日出藩を抜け出して信州松
代藩の「蟻川塾」で西洋の兵法を
３年間学んだ。この時、松代藩は
薩摩長州と手を結んでいた。
　慶応２年（１８６６）３０歳で
日出藩に戻ると、藩の「軍政」を
命じられ、同４年３月には米良
東 の下で、二の丸に西洋隊を設
け、藩士の軍隊教練と士官の養成
をした。
　明治２年（１８６９）６月「藩
籍奉還」で、１６代藩主木下俊愿
公は「日出藩知事」となり、９月
に邦献は公選で「大参事」（今の
副町長）となった。
　明治４年、天皇より陸軍出仕
を命じられ上京し、「兵部権少
丞」となった。７月には「廃藩置
県」。３５歳で「少佐」、その年
の１１月に「中佐」に昇進した。
　この時、参議西郷隆盛、少将大
山巌、大佐山県有朋であった。
　邦献は、日出藩から土屋元成を
陸軍へ、瀧吉弘（廉太郎の父）を
大蔵省へ、宮崎義一を邦献の書生
へと、後輩たちの世話もした。
　その後、邦献は軍を去り、行政
に転向し「三重県知事」や「佐賀
県知事」、「元老院（今の参議
院）議員」などを歴任した。
　子どもの菊次郎は、大正４年の
大隈内閣の外務大臣である。
　邦献の両親の位牌、先祖の墓は
堀の妙光寺にある。

「日出町の歴史・文化」を語る会
魚住　修三　筆

～最初の陸軍中佐　石井邦
くに

献
みち

～
新刊案内
「わたしがリーダーシッ
　プについて語るなら」
  中曽根康弘：著 　ポプラ社

「日本人なら知っておきた
　い　古代神話と神々」
  武光　誠：著　河出書房新社

図書館だより

元総理大臣がリーダーのある
べき姿をやさしく伝える。

「古事記」と「日本書紀」に込
められた意外なメッセージを、
図やイラストで解説。

休館日
6日・12日・13日・20日・23日・26日・27日・29日・
30日・31日

読み聞かせ
萬里図書館２階おはなしのへやで開催しています。

　●ブーフーウーによる読み聞かせ
　　とき　12月 11日（土）・25日（土）
　　　　　10時 30分～ 11時 30分
　　対象　幼児から小学校低学年

　●ＦＵＭＵＦＵＭＵ（ふむふむ）による読み聞かせ
　　とき　12月 24日（金）　11時～ 11時 30分
　　対象　0歳から 5歳くらいまで

問合先
萬里図書館　72－ 2851

「 楽しく遊ぶ学ぶせいか
つの図鑑」

  流田　直：監修　小学館

「作家の値段」
  出久根達郎：著　講談社

生活の中で大切な知恵や技を
写真、イラストで解説。

古本屋だけが知っている本当の
本の話、第２弾



募 

集

県
立
盲
学
校
高
等
部
生
徒
募
集

　

「
視
覚
障
が
い
」
に
関
す
る
教
育

相
談
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

▼
教
育
内
容　

○ 

高
等
学
校
（
普
通
科
）
に
準
ず
る

教
育

○ 

知
的
障
が
い
教
育
特
別
支
援
学
校

に
準
ず
る
教
育

○ 

「
あ
ん
摩
・
は
り
・
き
ゅ
う
師
」

を
目
指
す
職
業
教
育

▼ 

前
期
願
書
配
布　

12
月
13
日

（
月
）
〜
２
月
10
日
（
木
）

▼ 

出
願
期
間　

２
月
14
日
（
月
）
〜

２
月
18
日
（
金
）

▼ 

面
接
・
適
性
検
査　

３
月
１
日

（
火
）

▼
学
力
検
査　

３
月
８
日
（
火
）

▼ 

願
書
請
求
・
問
合
先　

県
立
盲
学

校
☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
２
６
３

８
放
送
大
学
４
月
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
を

利
用
し
て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大

学
で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

▼ 

出
願
期
間　

11
月
15
日
（
月
）

〜
２
月
28
日
（
月
）

▼ 

問
合
先　

放
送
大
学
大
分
学

習
セ
ン
タ
ー
☎
０
９
７
‐
５
４

９
‐
６
６
１
２

試 

験

公
立
学
校
臨
時
事
務
員
及
び
非

常
勤
職
員
採
用
候
補
者
名
簿
登

録
試
験

　

応
募
書
式
等
は
12
月
６
日

（
月
）
か
ら
大
分
県
教
育
委
員
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、
各

教
育
事
務
所
等
で
配
布
し
ま
す
。

▼ 
募
集
期
間　

12
月
13
日
（
月
）

〜
１
月
11
日
（
火
）

定 期 相 談
●行政相談
　ところ　役場新館3階332会議室

　と　き　毎月第1火曜日　10時～15時

　問合先　総務課　☎73－3150

●心配ごと相談
　ところ　役場新館3階332会議室

　と　き　毎月第2火曜日　10時～15時

　問合先　福祉対策課　☎73－3121

●心配ごと相談・行政相談合同相談会
　ところ・とき　役場3階332会議室

　12月21日（火）10時～15時

　問合先　総務課　☎73－3150

●障がい児・者等支援相談
　 相談先　社会福祉法人「みのり村」みのり

障がい者生活支援センター　☎72－2818

●障がい児・者生活支援相談
　相談先　太陽の家障害者生活支援センター

　☎72－1682（受付時間：7時～21時）

●高齢者総合相談
　 相談先　日出町地域包括支援センター（健康

増進課内）☎73－3115

●家庭児童・母子婦人相談
　相談先　　福祉対策課　☎73－3121　

●いつでも子育てほっとライン
　☎097－545－0110（24時間　365日受付）

●無料人権相談所
　相談先　大分地方法務局杵築支局　

　☎0978－62－2271

●法律相談　（要予約）
　ところ　日出町保健福祉センター　相談室

　と　き　毎月第２・４火曜日（祭日の場合は休み）

　13時30分～16時30分

　費　用　３０分につき5,000円

　申込・問合先　大分県弁護士会

　☎097－536－1458

＊ 杵築市では毎週金曜日、国東市では毎月第

2・3・4木曜日に開催しています。

●とき　１月９日（日）１８時～

●ところ　町中央公民館

●講師　 熊本大学名誉教授・日出町文化財アドバイザー

　　　　工学博士　北野隆　氏

●演題　日出城を中心としたまちづくり

●問合先　企画振興課☎７３‐３１１６

まちづくり講演会

お気軽にご精米できます
0978-62-2920・コイン精米・オオトリ

体育館前　新鮮市場

ショートステイ　サンライズ  （72-1111）

整形外科・脳神経外科・外科
内科（消化器、呼吸器、循環器、血液）
リハビリテーション科・リウマチ科

まちの掲示板



▼
試
験
日　

１
月
30
日
（
日
）

▼ 
問
合
先　

大
分
県
教
育
庁
教
育

人
事
課
☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
５

４
３
８

大
分
県
臨
時
職
員
採
用
候
補
者

名
簿
登
録
試
験

　

県
で
は
、
県
の
本
庁
及
び
県
内

地
方
機
関
に
お
い
て
事
務
補
助
を

行
う
臨
時
職
員
の
採
用
候
補
者
名

簿
登
録
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

▼ 

募
集
期
間　

12
月
13
日
（
月
）

〜
１
月
11
日
（
火
）

▼
試
験
日　

１
月
30
日
（
日
）

▼ 

問
合
先　

大
分
県
人
事
課
☎
０

９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
１
１

講 

座

子
育
て
支
援
UP
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

　

年
齢
・
性
別
を
問
い
ま
せ
ん
。

有
料
託
児
あ
り
ま
す
。

【
ワ
ー
ド
応
用（
お
絵
描
き
）講
座
】

○ 

と
き　

１
月
11
・
18
・
25
日

（
火
）
10
時
〜
12
時

○ 

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー

【
エ
ク
セ
ル
応
用（
グ
ラ
フ
）講
座
】

○ 

と
き　

１
月
13
・
20
・
27
日

（
木
）
10
時
〜
12
時

○
と
こ
ろ　

町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
初
め
て
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
講
座
】

○ 

と
き　

１
月
14
・
21
・
28
日

（
金
）
10
時
〜
12
時

○ 

と
こ
ろ　

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
セ
ン
タ
ー

▼
受
講
料　

２
，
５
０
０
円

▼
募
集
期
限　

12
月
17
日
（
金
）

▼ 
申
込
・
問
合
先　

パ
ワ
ー
ウ
ェ

ー
ブ
日
出
☎
75
‐
８
６
３
７

相 

談

多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

　

相
談
者
は
事
前
に
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。
相
談
料
無
料
。

【
ア
ス
ト
く
に
さ
き
】

▼ 

と
き　

12
月
10
日
（
金
）
13

時
〜
16
時

【
き
つ
き
生
涯
学
習
館
】

▼ 

と
き　

12
月
13
日
（
月
）
13

時
〜
16
時

▼ 

問
合
先　

総
務
課
☎
73
‐
３

１
５
０

職
業
相
談
、
住
居
・
生
活
支
援

相
談

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府
で
は
、
年

末
年
始
に
向
け
、
住
居
や
生
活
面

で
お
困
り
の
求
職
者
の
方
に
、
職

業
相
談
は
も
と
よ
り
、「
住
ま
い
・

生
活
」
に
関
す
る
全
般
的
な
相
談

や
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
市
町
村

が
実
施
し
て
い
る
各
種
制
度
の
周

知
を
行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼ 

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
23
‐
８
６
０
９

看
護
系
大
学
・
看
護
専
門
学
校

へ
の
進
路
相
談
会

　

看
護
系
大
学
や
看
護
専
門
学
校
の

方
と
話
が
で
き
学
校
情
報
を
得
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼ 
と
き　

12
月
18
日
（
土
）
13

時
30
分
〜
16
時

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/



１
２
２

医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤
師
の

届
出
に
ご
協
力
を

　

届
出
票
に
必
要
な
事
項
を
ご
記

入
の
う
え
、
平
成
23
年
１
月
15

日
（
土
）
ま
で
に
、
住
所
地
ま
た

は
施
設
（
勤
務
す
る
施
設
が
従
業

者
の
と
り
ま
と
め
を
し
、
提
出
す

る
場
合
）
を
所
管
す
る
保
健
所
ま

で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
は

主
な
従
業
先
の
も
の
を
一
枚
だ
け

提
出
。
重
複
提
出
は
行
わ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
就
労
さ
れ
て
い
な

い
方
も
届
出
を
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

▼ 

問
合
先　

大
分
県
東
部
保
健
所

　

☎
67
‐
２
５
１
１

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

相
続
、
贈
与
等
に
よ
り
取
得
し

た
生
命
保
険
契
約
や
損
害
保
険
契

約
等
に
係
る
年
金
の
所
得
税
の
取

扱
い
を
改
め
る
こ
と
と
し
ま
し

た
。
こ
の
取
扱
い
の
変
更
に
よ
り
、

所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼ 

相
談
内
容　

遺
言
・
成
年
後
見

相
談
・
不
動
産
関
連
・
内
容
証

明
・
各
種
許
認
可
申
請
な
ど

▼ 

問
合
先　

大
分
県
行
政
書
士
会

事
務
局
☎
０
９
７
‐
５
３
７
‐

７
０
８
９

そ
の
他

デ
ジ
タ
ル
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

　

今
春
、「
香
々
地
青
少
年
の
家
」

に
大
分
県
下
初
の
「
デ
ジ
タ
ル
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
」
が
導
入
さ
れ
ま

し
た
。

○
映
像
が
と
っ
て
も
き
れ
い
。

○ 

い
ろ
ん
な
星
座
が
見
ら
れ
ま

す
。

○
宇
宙
旅
行
が
体
感
で
き
ま
す
。

▼
公
開
日
（
予
定
）

○ 

11
月
20
日
（
土
）・
21
日
（
日
）

各
回
13
時
〜
・
15
時
〜

○ 

12
月
４
日
（
土
）・
５
日
（
日
）

各
回
13
時
〜
・
15
時
〜

▼
料
金　

○
県
内
の
小
・
中
学
生　

無
料

○ 

県
内
の
高
校
生
・
専
門
学
校
生
・

　

大
学
生　

１
１
０
円

○
県
内
の
一
般
の
方　

２
２
０
円

▼ 

問
合
先　

香
々
地
青
少
年
の
家

☎
０
９
７
８
‐
５
４
‐
２
０
９

６
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口

座
振
替
が
お
得
で
す

　

口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険

料
を
当
月
末
に
引
き
落
と
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
よ
り
月
々
50

円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
、
現

金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
６

ヶ
月
前
納
・
１
年
前
納
も
あ
り
、

大
変
お
得
で
す
。

▼ 

問
合
先　

住
民
課
☎
73
‐
３

▼
と
こ
ろ　

大
分
県
看
護
協
会

▼ 
対
象　

中
・
高
校
生
、
一
般
の

方
々

▼ 

問
合
先　

大
分
県
看
護
協
会
☎

０
９
７
‐
５
３
４
‐
８
１
１
８

視
覚
障
が
い
教
育
相
談
（
別
府

教
育
事
務
所
管
内
）

▼ 

と
き　

12
月
６
日
（
月
）
10
時

〜
15
時
30
分

▼ 

と
こ
ろ　

別
府
市
総
合
教
育
セ

ン
タ
ー

▼ 

対
象
者　

視
覚
障
が
い
の
あ
る

幼
児
児
童
生
徒
及
び
そ
の
保
護

者
又
は
関
係
者
（
保
育
士
、
教

員
等
）

▼ 

内
容　

視
覚
障
が
い
の
あ
る
幼

児
児
童
生
徒
の
家
庭
で
の
接
し

方
、
保
育
、
教
育
、
医
療
に
関

す
る
こ
と
等

▼ 

問
合
先　

教
育
委
員
会
☎
73

‐
３
１
５
７

無
料
行
政
相
談
会

　

毎
月
第
３
水
曜
日
（
祝
日
の
場

合
は
翌
日
）
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼ 

と
き　

12
月
15
日
（
水
）
13

時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

大
分
県
行
政
書
士
会

　毎月１回開催しています。一緒にグルメを楽し
みませんか？ＡＰＵ留学生３名も参加します。

●と　き　１月２３日（日）１０時～１４時
●ところ　南畑高平公民館
●定　員　１０人
●会　費　５００円
●問合先　末綱直義☎７２‐６８９３

日出料理交流会

　昨年も好評でした「招福ねこ暦」を10名の方に抽選
で差し上げます。
　ホームページの連絡欄からお申し込みください。
　その際、住所と氏名が必要です。なお、住所・氏名につ
いては、他のことには一切使用いたしません。抽選後破
棄いたします。

消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151

すずらんクリニック
介護施設すずらん

h t t p：// www . s u z u k i - h p . o r . j p

久寿会
医療法人

まちの掲示板



　川崎小学校ではペットボトルのキャップを回収して、
世界の子どもたちにワクチンを届ける運動をしていま
す。800個のキャップで１人分のポリオワクチン代（20
円）になり、リサイクルされて価値ある材料となります。
　小学校へ直接お持込みくださいますよう、よろしくお
願いします。

●問合先　川崎小学校　☎７２‐２４２８

エコキャップ運動
▼ 

問
合
先　

別
府
税
務
署
☎
23
‐

２
１
１
１

有
料
道
路
無
料
化
の
お
知
ら
せ

　

「
大
分
空
港
道
路
・
大
野
川

大
橋
有
料
道
路
・
米
良
有
料
道

路
」
の
３
路
線
は
、
12
月
１
日
か

ら
無
料
化
い
た
し
ま
す
。
そ
れ
に

伴
い
、
お
持
ち
の
回
数
通
行
券
の

払
い
戻
し
を
、
大
分
県
道
路
公
社

及
び
各
道
路
管
理
事
務
所
に
て
行

い
ま
す
。

▼ 

問
合
先　

大
分
県
道
路
公
社
☎

０
９
７
‐
５
３
４
‐
８
７
０
１

調
理
師
業
務
従
事
者
届

　　

調
理
師
免
許
を
お
持
ち
の
方
で
、

飲
食
店
や
給
食
施
設
等
で
調
理
業
務

に
従
事
し
て
い
る
方
は
、
届
出
が

必
要
で
す
。
用
紙
は
大
分
県
東
部
保

健
所
に
あ
り
ま
す
。

▼
提
出
期
限　

１
月
14
日（
金
）

▼
問
合
先　

大
分
県
東
部
保
健
所

　

☎
67
‐
２
５
１
１

求 

人

【
正
社
員
】

●
軽
貨
物
自
動
車
運
転
手
１
人
●

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１
人
●
営
業
７

人
●
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
及
び
土

木
作
業
員
１
人
●
営
業
事
務（
出
荷

業
務
）１
人
●
工
場
内
作
業
２
人
●

資
材
購
買
業
務
１
人
●
理
・
美
容
師

５
人
●
看
護
師
１
人
●
准
看
護
師

３
人
●
電
気
工
事
士
２
人
●
工
場

内
作
業
員
２
人
●
工
場
管
理
者
１

人
●
鶏
卵
パ
ッ
キ
ン
グ
２
人
●
事

務
員（
配
車
）１
人
●
介
護
職
員
２

人
●
歯
科
衛
生
士
２
人
●
訪
問
介

護
員
２
人
●
介
護
職
員
リ
ー
ダ
ー

（
候
補
）
１
人
●
看
護
師
（
正
・
准
）

３
人
●
警
備
員
10
人
●
修
理
及
び

販
売
１
人
●
売
店
で
の
販
売
・
調
理

１
人
●
現
場
管
理（
電
気
工
事
）３

人
●
介
護
職（
３
年
以
内
既
卒
者
採

用
拡
大
奨
励
金
専
用
）５
人
●
相
談

員
職（
３
年
以
内
既
卒
者
採
用
拡
大

奨
励
金
専
用
）２
人
●（
障
）自
動

車
部
品
組
立
工
４
人
●
土
木
作
業

員
１
人
●
施
盤
工
２
人
●
大
型
運

転
手
２
人
●
建
設
機
材
の
保
管
業

務
員
１
人
●
薬
剤
師
５
人
●
葱
・
み

つ
ば
栽
培
員
２
人
●
住
宅
の
営
業

員
１
人

【
パ
ー
ト
】

●
惣
菜
調
製
工
１
人
●
介
護
職
員

２
人
●
世
話
人
２
人
●
店
員
１
人

●
葱
調
整
作
業
１
人
●
薬
剤
師
５

人
●
販
売
員
６
人
●
成
形
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
１
人
●
弁
当
の
製
造
及
び

販
売
１
人
●
売
店
で
の
販
売
・
調
理

３
人
●
採
点
・
学
習
指
導
の
補
佐
１

人▼ 

問
合
先　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府

☎
23-

８
６
０
９
日
出
町
商
工

観
光
課
☎
73-
３
１
５
８

お
誕
生
お
め
で
と
う

（　

）内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

杉
本　

七な

彩な

（
昌
幸　

太
田
）

黒
瀬　

雅ま
さ

大ひ
ろ

（
雅
人　

太
田
）

小
岩　

小こ

梅う
め

（
大
介　

太
田
）

薮
内　

楓ふ
う

太た

（
謙
一　

西
の
二
）

萱
島　

穂ほ
の
か佳
（
昇　
　

西
の
三
）

花
宮　

由ゆ

衣い

（
雄
彦　

西
区
）

琴
原　

結ゆ

萌め

（
達
志　

団
地
北
）

長
野　

真ま
さ

聖と

（
晃　
　

日
出
本
町
）

岡
本　

蒼あ
お
い生
（
稔　
　

東
仁
王
）

室　
　

悠ゆ
う

太た

（
俊
二　

南
部
）

門
脇　

玄げ
ん
や八
（
秀
文　

南
部
）

畑　
　

陸り
く
と大
（
槙
之
助　

成
行
）

𠮷
岡　

大だ
い
ご悟
（
正
洋　

西
小
深
江
）

本
母　

小こ
の
は葉
（
祐
介　

上
深
江
）

宮
下　

斗と
う
ま真
（
怜
士　

港
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

　
　
（　

）内
は
行
年
・
地
区
名

村
井
カ
ナ
ヱ
（
86　

是
城
）

曵
汐　

尚
通
（
81　

南
浜
）

河
野　

照
男
（
63　

佐
尾
）

井
戸
ス
ミ
ヱ
（
93　

佐
尾
）

野
上　

豊
廣
（
88　

南
部
）

平
井　

ヒ
デ
（
87　

赤
松
）

脇
水
イ
サ
子
（
97　

成
行
）

古
賀
登
代
子
（
75　

辻
の
尾
）

渡
壁
ト
リ
コ
（
89　

東
小
深
江
）

神
田　
　

弘
（
84　

内
野
）

徳
久　

輝
昭
（
54　

中
村
）

丸
山
ハ
ズ
エ
（
93　

牧
の
内
）

＊
以
上
10
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

「暘谷城下雛祭り」
雛人形を展示していただける方を募集

　「暘谷城下雛祭り」を開催します。今年も、
的山荘や商店街に多くの雛人形を展示したい
と考えています。つきましては、展示にご協
力していただける方、また自宅での展示であ
れば協力していただける方を募集します。

●募集締切日　1月 21日（金）
●展示期間　　2月 11日（金）～ 3月 6日（日）
●展示場所　　 二の丸館・さざんか通り商店
　　　　　　　街・自宅

●申込・問合先　日出町観光協会☎ 72－ 4255
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ber

マップを製作した豊岡幼稚園保護者 　　　　　　　　
マップより前に座る（手前が岩野さん、奥が土師さん）

豊岡幼稚園保護者

日出町の人のうごき

（　）内は前月比
      　内は今年４月１日比

人　 口 28,628 （－ 3） ＋ 65
　　　 男 13,698 （± 0） ＋ 33
　　　 女 14,930 （－ 3） ＋ 32

世帯数 11,425 （＋ 18） ＋ 68

南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（± 0）
（＋ 5）
（－ 21）
（＋ 28）
（＋ 1）
（－ 16）

319
7,231
5,841
3,850
5,864
5,523

平成22年11月1日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

　

豊
岡
幼
稚
園
に
通
う
園
児
を
も
つ
保
護
者
が

「
通
園
路
き
け
ん
マ
ッ
プ
」
を
製
作
し
ま
し
た
。

　

マ
ッ
プ
に
は
、
狭
い
歩
道
の
箇
所
や
危
険
な
横

断
歩
道
、
雨
の
日
に
は
水
が
あ
ふ
れ
出
て
い
る
側

溝
な
ど
、
園
児
が
登
下
校
す
る
際
に
気
を
つ
け
な

け
れ
ば
い
け
な
い
場
所
が
し
る
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

豊
岡
地
区
は
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
放
課
後
子

ど
も
教
室
な
ど
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
取
り
組
み
を
盛
ん
に
行
っ
て

い
る
地
域
で
す
。

　
「
地
域
の
方
に
は
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
マ
ッ
プ
製
作
の
先
導
役
の
岩
野
真

琴
さ
ん
で
す
。「
歩
道
を
拡
幅
し
て
も
ら
い
た
い
。

信
号
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
。
要
望
は
あ
る
け
ど
、

ま
ず
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
し

な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
地
域
の
人
に
頼
り
っ
き
り

と
い
う
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
」。
そ
こ
で
、
豊
岡

幼
稚
園
保
護
者
会
会
長
の
土
師
さ
ん
に
相
談
し
、

マ
ッ
プ
作
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
全
保
護
者
を
対
象
に
、
地
域
の
危
険

箇
所
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
ま
し
た
。

　

土
師
さ
ん
が
「
保
護
者
の
ほ
ぼ
全
員
か
ら
回
答

を
い
た
だ
け
ま
し
た
。
み
ん
な
の
協
力
が
あ
っ
て

完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

次
に
行
っ
た
の
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
も
と
に

し
た
現
地
調
査
で
す
。
お
母
さ
ん
た
ち
が
手
分
け

し
て
現
地
へ
出
向
き
写
真
を
撮
り
ま
し
た
。

　

模
造
紙
に
地
図
を
書
き
、
危
険
箇
所
に
写
真
を

張
り
つ
け
て
園
内
に
設
置
し
ま
し
た
。「
住
ん
で

い
る
地
域
以
外
の
危
険
箇
所
の
情
報
を
、
み
ん
な

が
共
有
で
き
た
の
は
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
」
と
話
す
岩
野
さ
ん
。
次
は
、
保
護
者
や
地
域

の
方
へ
配
布
す
る
た
め
に
Ｂ
４
サ
イ
ズ
の
マ
ッ
プ

作
り
に
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
た
ち
が

下
書
き
し
た
地
図
に
、
イ
ラ
ス
ト
を
書
く
の
が
得

意
と
い
う
お
父
さ
ん
が
、
車
や
子
ど
も
、
目
印
と

な
る
建
物
な
ど
の
イ
ラ
ス
ト
と
コ
メ
ン
ト
を
書
き

入
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
子
ど
も
が
自
分
の
通
園
路

に
塗
り
絵
が
で
き
る
よ
う
に
と
、
あ
え
て
白
い
用

紙
に
印
刷
し
ま
し
た
。

　

岩
野
さ
ん
が
「
家
か
ら
幼
稚
園
ま
で
、
危
険
箇

所
は
何
箇
所
あ
る
の
か
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
子

ど
も
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
一

緒
に
色
を
塗
っ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
」
と
話

し
ま
す
。

　

６
月
か
ら
始
ま
っ
た
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
は
、
毎

回
10
人
ほ
ど
の
お
母
さ
ん
が
参
加
し
、
10
月
に
完

成
し
ま
し
た
。

　

豊
岡
地
区
に
は
、
12
月
の
回
覧
で
マ
ッ
プ
を
配

付
し
ま
す
。
岩
野
さ
ん
が
「
小
さ
い
お
子
さ
ん
が

い
な
い
方
に
も
見
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
車

の
運
転
に
気
を
つ
け
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
す
と
。

土
師
さ
ん
が
「
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
づ
く
り
に
つ
な
が
る
と
う
れ
し
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

　　情報をお待ちしています
「何かに一生懸命に打ち込んでいる
人」、「目標に向って頑張っている
人」などを紹介するコーナー
「輝くひじ人」に掲載する人の情
報をお待ちしています。
連絡先　総務課広報広聴係

☎73‐3150　
FAX72‐7294　

岩野　真琴さん　　　豊岡太田

土師　真寿美さん　　豊岡中の三


